
「私立高校の魅力向上にかかる検討会」の趣旨

建学の精神に基づく多様な人材育成や特色ある教育を展開し、公教育の一翼を担う私立学校は、
本県の教育において、重要な役割を果たし、個性豊かで魅力ある学校づくりが期待されている。

今後、本格的な人口減少に加えて、DXの進展、AI 等情報技術の急速な発達がもたらすグロー
バル化のさらなる進展、また、将来の予測が困難な時代とされるなか、県内私立高校が、県内外
から選ばれる学校として、どのような取組が必要か検討を進めていく。

◆私立高校を取り巻く環境
について現状認識を確認

◆支援策の検討

検討会の進め方

◆検討会の方向性の共有
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◆魅力向上策の検討◆私学の特色ある取組み

•グローバル人材の育成

•探究活動等のカリキュラム

•高大連携

•生徒会活動・部活動

◆R6年度入試状況等の聞き取り

各校での取り組みを紹介

等
ひょうごの私学の特色・強み

を伸ばすことで、私立高校の

生徒確保につなげる

中学・高校入試の実施状況を聞き

取り（大阪無償化の影響を含む）

•グローバル人材の育成

•探究活動等のカリキュラム

•高大連携

•学校運営

•生徒会活動・部活動

•不登校支援

•広報・情報発信

今回（R7.2.14） R7 春～夏頃 R7 秋頃

◆私立高校と地域社会の連携

◆ご議論いただきたいこと

・人口減少下

・教育無償化

・私学の魅力向上のための取組み

・県や市町に期待すること

における生徒の確保 等



ひょうごの私学の強み

多くの伝統校が建学の精神に基づく教育方針により特色ある教育を提供し、優れた人材を輩出

Ⅰ 伝統
・半数以上が創立100年以上の伝統校（27/51校）

・篤志家が人材育成・地域発展のために創立するなど、地域に根ざした教育を実施

Ⅱ 優れた人材輩出 ・学術・スポーツ 幅広い分野で兵庫、日本、世界で活躍する多くの人材を輩出

Ⅲ 特色ある教育

・小学校又は中学校から高校まで連続した学びの実施

（例：高校までの少人数英語教育実施）

・姉妹校、提携校等と連携した国際交流活動

私立高校の特色

①スポーツで活躍している高校生(R6マロニエ賞抜粋) ②文化・学術で活躍している高校生(R6マロニエ賞抜粋)

総務部教育課
R7.2.14

学校 部活・個人名 内容

神戸弘陵 女子硬式野球
部

全日本女子野球選手権大会 優勝

武庫川女
子大附

カヌー部 全国高等学校総合体育大会
学校対抗女子 優勝

神戸龍谷 空手道部 全国高等学校空手道選抜大会
女子団体組手３人制 優勝

須磨学園 玉井 陸斗 オリンピック競技大会
男子10m高飛込 第２位

滝川第二 鳥居 さくら 日本女子アマチュアゴルフ選手権
優勝

親和女子 西村 佳世 島津全日本室内テニス選手権大会
女子シングルス優勝

学校 部活・個人名 内容

啓明学院 数理科学研究会 IEEE  Global Conference on 
Consumer Electronics Junior Award

神戸星城 コンピュータ部 全国パソコン技能競技大会
情報処理技能競技団体優勝

灘 尼丁 翔伍
石井 智貴
王 佳祥
近藤 克洋
斎藤 健太

国際情報オリンピック 金メダル
国際地理オリンピック 金メダル
国際地学オリンピック 金メダル

〃
国際科学オリンピック 金メダル

甲南 歳安 輝 全国高等学校総合文化祭
囲碁部門団体戦優勝

白陵 赤松 理子 全国高等学校文芸コンクール
文芸評論部門最優秀賞
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私立高校をとりまく現状 ー本県の状況－ 総務部教育課
R7.2.14

③本県の私立学校の生徒数の推移

高等学校は、平成元年をピークに減少。中学校、小学校はおおむね横ばい。
幼稚園は、子ども・子育て支援新制度により認定こども園移行等により減少。

④ 私立高等学校の校種別学校数

男子校・女子校の割合は全国に比べ高い。一方、共学化の流れも出現（直近10年7校）
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■近年の共学化
R６：滝川
R７：親和、神戸山手グローバル
R８：園田学園、松蔭



私立高校をとりまく現状 ー大阪の高校無償化等－ 総務部教育課
R7.2.14

⑤大阪府の授業料支援制度

キャップ制

・府の補助上限額を63万
円に設定

・授業料63万円(年額)ま
では、国の就学支援金
とあわせて公費で負担。
超える授業料は私立高
校等の協力による軽減
により保護者負担をな
くす。

・原則５年間は新標準授
業料を適用。

就学支援推進校

・府の授業料支援補助金
は、就学支援推進校に支
給

・授業料等を改定する場
合は、

①改定理由は、原則、生
徒の安心安全及び教育
環境の充実を図るもの

②府への事前協議が必要
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・所得制限なし

・新標準授業料 63万円まで無償化
（63万円を超える分は学校負担）

・入学金・制服代・修学旅行積立金等は対象外

⑥ 大阪府･兵庫県の間の私立高校生徒の流出入状況

大阪への流出は減少傾向しているが、兵庫への流入は1,700人前後を維持し、転出超過は減少傾向

出典：兵庫県総務部教育課調べ

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

・就学支援推進校に通う生徒は対象

私立高校・国公立高校等の授業料無償化

・実施時期
令和6年度の高校３年生から段階的に実施し、令和８年
度に全学年で授業料完全無償化をめざす



私立高校をとりまく現状ー大阪の高校無償化等－

出典：兵庫県総務部教育課調べ

⑧大阪府からの通学者が多い県内私立高等学校

阪神地域の学校やスポーツに強い学校、学びの多様化学校等の特色が強い学校は
大阪府をはじめ他府県からの通学生が多い。

⑦ 兵庫県からの通学者が多い大阪府内の私立高等学校

総務部教育課
R7.2.14
(取扱注意)
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大阪府からの通学生が在校生に占める割合

R4 R5 R6

人数 割合 人数 割合 人数 割合

阪神 1,160 13.8% 1,140 14.0% 1,155 14.2%

神戸 478 2.7% 484 2.8% 502 2.9%

その他 78 1.2% 87 1.4% 101 1.7%

全県 計 1,716 5.3% 1,711 5.4% 1,758 5.6%

⑨神戸市の通学定期券補助制度

高校、高等専門学校(1~3年生)、中等教育学
校(後期)、専修学校(高等課程)、外国人学校

対象の学校

2024.4～2024.8 2024.9～2025.3

市内の
高校等

5か月で6万円を超

える定期代の1/2

定期代の全額

市外の
高校等

年額14万4千円を超える定期代の1/2



87.5%
（897人/1,025人）

11.1%
（114人/1,025人）

1.4%
（14人/1,025人）

高校の学費無償化を理由に
大阪に移住することは考え
ない

高校の学費無償化を理由に
大阪に移住する考えがある

その他

 

大阪府の高校無償化等に関する子育て世帯の意識（兵庫県と神戸市の共同調査）

大阪府の高校無償化に伴う移住可能性

高校無償化を理由に大阪に移住することを
考えていない人は87.5%、移住を考えてい
る人は11.1%

大阪府への移住を考えている人の割合（市町別）

東側で高く、西側で低い傾向。東側6市町（尼崎市、
西宮市、伊丹市、宝塚市、川西市、猪名川町）では
10%を超える。

神戸市、阪神間８市町、明石市在住で中学生以下の子がいる1,030名を対象にアンケート調査を実施
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0 100 200 300 400 500

その他

過去に住んだことがある

地域の安全性

教育環境

部屋数・間取り

子育て環境

職場への通勤利便性

住環境

実家が近いこと

買い物などの生活利便性

価格・家賃
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その他

クラブ活動・部活動

評判・ブランド

施設・設備

通学費

進学実績

交通の利便性

学費

教育内容・カリキュラム

子どもの高校選択で最も重視されている
のは教育内容・カリキュラム

居住地選択にあたって最も重視されているのは
価格・家賃

居住地選択理由（複数回答可） 高校選択理由（複数回答可）

大阪府の高校無償化等に関する子育て世帯の意識（兵庫県と神戸市の共同調査）
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